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I は じ めに




il r正義」 をめ ぐ っ て




IV 結論 標準に よ る正義
I は じ め に
「標準(仏 norme，独 Norm，英 standard)Jという言葉は様々な形で用いられている。た
とえば，標準報酬，標準金利，標準米，標準偏差，標準語，標準時などというよに。また
「標準化(仏 normali sation ， 独N ormierung，英 standardisat ion) J と い う 表現 も ， わ れわれ
の日々の暮らしに浸透しつつある(ビデオ機器の規格やワープロのキー・ボード配列の標準化






スの研究者，フランソワ・エヴァルド (Fran90is Ewald) の一連の作業で あ る 。 本稿は ， エ




IT I標準」 を め ぐ っ て
1 技術的標準化
まず「標準」という言葉の辞書的な意味を見ておく必要があるかもしれない。一般的な日本
語の辞書，たとえば『広辞苑」によれば， r標準」 の語義は 「①判断の よ り ど こ ろ ， 比較の基
準。めあて Oめじるし。②あるべきかたち。手本規格。③いちばん普通のありかた。」となっ






だが，それに対し，法や正義とほんど関わりがなさそうに思われる日本工業規格 ( J IS:
JapaneseIndustrialStandard) に よ る以下の規定は， r標準」 と い う も の の歴史的出 白 と 働
きを考える上で，非常に興味深く思われる Oつまり，それによれば， r標準」 と は 「 そ の取 り
決めに関係する人々の間で，便益が公正に得られるように調整することを目的として，物体・
性能・能力・配置・状態・動作・手順・方法・手続・責任・義務・権限・考え方・概念などに

























以上の技術的標準化の歴史から見てとれるように， I標準」 は諸々 の事柄を比較 し ， 判断す
るための尺度となる点では道徳的戒律や実定法規と似ているが，以下の点において，それらと
決定的に異なっている。まず第一に， I標準J は伝統の中で 自然発生的に生成 し た も の で も な
ければ，国家やそれに準じる決定審級から一方的に押しつけられるものでもなく，それに関与
する全ての当事者が各人の要求をめぐって協議する場所となる一種の自発的な結社をっくり，












科学史家，ジョルジュ・カンギレーム (Georges Canguilhem) は医学にお け る 「正常 =標
準 (normal)J概念の歴史的変選について論じた名著『正常と病理』において， I標準 (norme) J
という語の語源を次のように説明している o Inorma がT型定規を表す ラ テ ン語であ り ， ま た
normalis が垂直を意味 し て い る こ と を知 る と き ， norme とnormal の語意が起源 と す る 領域
について，知らなければならないことのほとんどすべてを知るわけである J 5)。 そ の語源学上
の起源にまでさかのぼれば，フランス語， norme とregIe (=ルール，定規)は親戚のような
ものだったのであるOしかし，カンギレームの研究で最も重要な指摘は，むしろ次の点にある
ように思われるOすなわち，十九世紀初め， norme と い う 言葉の意味に決定的な変化が生 じ
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る。その結果，この言葉はルールや定規でなく， I平均」 の観念と新た に関係を取 り 結ぶ よ う
になったという点、である。





























的な論理構造を， I標準」 の も う ひ と つ の特徴に数え入れて も よ いであ ろ う 10) 。
























人資本主義， I冒険者」 的資本主義の投機的性格と相互扶助的性格と を合わせ も つ も の で あ っ
たとすれば，近代における保険は，予測可能性，計算可能性を前提とした合理的資本主義に対
応する 12) ) 。
生命保険を例に，近代保険の基礎を簡単におさらいしておこう。まず，同様のリスクを持っ
た保険加入者をなるだけ多く集める。そうして出来る集団について年齢ごとに死亡した人の数
を毎年とってゆけば， I大数の法則」 に よ っ て， 年代 ご と の死亡率は一定の値に近づいて行 く 。
このようにして集められた，ある集団における過去の年間死亡率を表にしたのが「生命表J，
あるいは「死亡表」と呼ばれるものである。そして，保険の引き受けの諾否，引き受ける場合
















る必要がある。これを予定利率という)。そこで，予定利率6 . 25%を割ヲ I l \て，
8 ，700 ，000 円 x 1/1.0625=8 ，188 ，235 円
保険会社が被保険者それぞれから受けとる保険料の総額と保険会社が保険料として支払う保
険金の総額は等しくなければならなし、から，この男性が払い込まなければならない保険料は，
8 ，188 ，235 円+100 ，000 人 ='=i= 82 円
ということになる 13)。便宜的に生命保険をひきあいにだして説明したが，以上の基本的保険数
理は，労働災害や自動車事故といった，同一のリスクが大量に発生する可能性のある事柄(す













模の人々を階層化し，結合させるという， r大数の法則」 を成立さ せ る た め の近代保険の技術

























































の三つの主題を抽出する o (1) 正義は本来的に 「等 し き も のを等 し く 扱 う 」 こ と ， すなわ ち ，
平等に関わる問題である。だが，だとすれば，何がどのように等しいと見倣されるのか(平等
の形式 ) 0 (2) 本当 は互い に全然違 っ てい る はずの諸々 の事物や人々 につ いて， 何 らかの比較
を行うには，誰もが納得できる共通の判断の尺度が必要である Oしかし，それはどうやって定































































うにするためにあった。しかし，いずれの測定法も， r共通善」 と い う 物差 し の共有を 当然の
前提として，はじめて成立するものであった。








































しくないと願うことは，他人にも行うな」という解答，すなわち「相互性 ( reciprocite)J の








































































いるOそれゆえ，市民社会創出の原理であった「権利」に対して， I標準」 は市民社会の リ フ ォ ー
ムの原理となっているように思われる。













そうした測定器なのである J 25) 。
最後に，この「標準」という新たな共通尺度は，法的判断様式にも決定的な影響を与えてい
る。すなわち「標準」は，近代自然権論によってあれほど完壁に峻別された事実と法を，非常















第E章では， I標準」 と い う も の に見 ら れ る際立 っ た性質を， 現代生活に お け る 様々 な領域
との関連から検討した。次に，第皿章で，西洋における「正義」という問題設定の歴史を振り

































1)独仏では normeや Norm，英米では standardがそれぞれ一般的であることに間違いはないが，
ドイツ，フランスでも二十世紀初頭以来 standardが外来語として定着していることや，英語でも
norm の同様の用法が見 られ る こ と か ら も わか る よ う に ， 両者の聞 に は用法上そ れ ほ ど厳密な区
別は存在しないように思われる。語源的には standardは古フランス語 estandard， norme や
Norm は ラ テ ン語norma (註 5参照)にそれぞれ遡るそうである。ちなみに，法学方法論や法理
学でよく用いられる法規範 (Rechtsnorm)や法的規準(legal standard) の表現に お け る そ れ
は，本稿が主題とする用法から若干はずれるように思われるので，あらかじめ注意しておきた ~ ' o
2) 彼の名 は フ ラ ン ス研究者に はよ く 知 られてい る と思 う が， 法律学関係者の間では全 く 知 ら れてな
いので，簡単に紹介しておく。 1946年生まれ。 1977年から 1984年までコレージュ・ド・フランスに
おいてミシェル・フーコーの助手(講座名「思考体系の歴史J)を務めた後，現在，国立科学研究
センター (C . N . R . S.)研究員。主著『道端で出会う事故 (L 'αcc ident nous αttend αu com
delarue , 1982)J , r福祉国家 (L 'Etαt-providence ， 1985)J ， 民法典草案資料集 『民法典の誕生
(N αlSS αnce duCodeCivil , 1989)J 編集な どの他， 法学雑誌に論文を多数執筆。 ま た ， ミ シ ェ
ル・フーコー・センターの設立や文学・哲学雑誌、Mαgαzine Litterαlre の編集に も 積極的 に関与
している。
3) 日本規格協会編 rJIS ハ ン ド ブ ッ ク14J JISZ8101(品質管理用語)。
4)各国で標準化団体が創設されるのは，ほぼ1901年から 1929年にかけてである。イギリスの技術規
格委員会 (Engineering StandardsCommittee) が1901 年， ド イ ツ で は一般機械工業規格委員
会 (NormenausschuB furdenAllgemeinenMaschinenbau) が1917 年に設立 さ れた後，
1926 年， ド イ ツ規格協会(Deutscher NormenAusschuB) に拡大， ア メ リ カ 技術規格委員会
(AmericanEngineeringStandardsCommittee) が1918 年， フ ラ ン ス で は1918 年に設定 さ れ
た常置標準化委員会 (Commission permanentedestandardisation) が後の1926 年に フ ラ ン
ス規格協会 (Association Fran<;aisedeNormalisation) に発展 し て い る 。 ま た ， 産業革命
が遅れたわが国でも，比較的早い時期から標準化の動きが見られた。 1921年，工業品規格統一調査
会が設けられ，日本工業規格の前身，日本標準規格 (Japanese EngeneeringStandards) の審
議が行われている。ちなみに，国家主導の標準化活動は，それに関与する人々の数が増えれば増え
るほど標準の意義が高まるという技術的要請の下に行われたのであって，何らかの国家的強制を主
眼としていた訳ではないことに注意しておきたい。詳しくは，古川光編『標準化[改訂版 J J (日本
規格協会， 1989 年) 60-137 頁を参照。 ま た ， Fran<;oisEwald , “Norms , Discipline , andthe
Law" , inRobertPost(ed.) , Lαω αnd theOrderofCulture , Berkeley , University
ofCaliforniaPress , 1991, pp.148-152 ， も参照。
5)ジョルジュ・カンギレム，滝沢武久訳『正常と病理J (法政大学出版局， 1987年) 221頁 (訳文は
少し変えさせていただいた)。
6) エ ヴ ァ ル ド はそ う し た一連の言葉と し て， normalite(1834) , normatif(1868) , normalisaｭ
tion (1920) な どを掲げてい る 。 ま た ， 彼が ド イ ツ 圏で特に用 い ら れた規範科学normative
Wissenschaftー の表現 も こ の流れのなかに位置づけ る点は興味深し ' 0 Fran<;oisEwald , op.
cit. , p.140.
7) 確率論や統計学の誕生を指 してニ ュ ー ト ン力学のそれに も匹敵す る第二の科学革命と見倣す顕著
な動きが，近年の科学史で見られる。 Lorenz Krugeretal. , TheProbabilisticR臼)olution ，
Cambridge , Mass. , MIT Press , 1987 ， な ら び に ， Ian Hacking , TheEmergenceof




ofstatistics?", inGrahamBurcheletal.(eds.) , TheFouc αult Effect , Chicago , The
UniversityofChicagoPress , 1991.
8) フ ー コ ー の 「生二権力(bio-pouvoir) J の概念につ いては， M ・ フ ー コ ー ， 渡辺守章訳 『性の歴
史 I知への意志 J (新潮社， 1986 年) の最終章 「死に対する権利 と生に対す る権力」 を参照。 ま
た 197 年か ら 1980年にかけての コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ フ ラ ン ス講義要録 も参照。 Michel Foucault ,
Resumedescours1970-1982, Paris , Julliard , 1989, pp.99-129.
9) こ う し た発想を遡れば， 社会科学の方法をめ ぐ っ て コ ン ト と争 っ たベルギー の統計学者， ケ ト レ
(AdolpheQuetelet , 1796-1874) の 「平均人」 の理論 に た ど り つ く 。 エ ヴ ァ ル ド は ， ケ ト レ の
「平均人」の理論のなかに，社会的事象への統計学の適用の出発点とその極限を同時に見いだして
いる。前出の， Fran<;:oisEwald , “Norms , Dischipline , andtheLaw" , pp.144司146 ， な ら
びに， Fran<;:oisEwald , L'Etαt providence , Grasset , P.U.F. , 1986, pp.147-170 ， に お け る
より詳細な検討を参照。また，註 7に紹介した Hackingの近著 (The T，αming ofCh αnce) も ，
ケトレがもたらしたものの意味について論じている。
10) こ の よ う な 自 己準拠性， 自 己言及性につ いてエ ヴ ァ ル ド は， ルー マ ン派の シ ス テ ム理論 と異な っ
た視点で考察している。例えば， Fran<;:ois Ewald , “Le droitdu droit" , Archivesde
PhilosophieduDroit , t. 31, Paris , Sirey , 1986, pp.245-259.
1 1) 保険の歴史をつぶさ に描 き だ し た書物と して，H ・ ブ ラ ウ ン ， 水島一也訳 『生命保険史J (明治
生命 100周年記念刊行会， 1980 年) ， な ら びに ， p.J ・ リ シ ヤ ー ル， 木村栄一 ・ 大谷孝一訳 『 フ
ランス保険制度史J (明治生命100周年記念刊行会， 1980年) の二冊を挙げてお き た し 、 。
12) 例えば， あ ま り に有名な ， M ・ ウ ェ ーパー 「宗教社会学論集 ・ 序言J (大塚久雄・生松敬三訳
F宗教社会学論選」 みすず書房， 1972年， 所収) な どを参照。
13) 以上の計算例は， 山中宏編 『生命保険読本 (第3 版) J (東洋経済新報社， 1989年) ， 31, 32 頁の
それをそのまま使わせていただいた。














16) Fran<;:oisEwald , “Justice , Egalite , Jugement" , CHAfERSdephilosophiepolitique
etjuridiquedeL'UniversitedeCα en ， NU 8, CentredePublicationdel'Universitede





17) K ・R ・ ポパー ， 内田詔夫， 小河原誠訳 『聞かれた社会と その論敵J (未来社， 1980) の第 」部
を参照。また，山下正男「正義と権利 J (上山春平編『国家と価値 J京都大学人文科学研究所， 198
4年， 所収) も ， プ ラ ト ン的正義の全体主義的傾向につ いて， そ の後の ヨ ー ロ ッ パ哲学史 と 関連 さ
せて詳しく論じている。






FranyoisEwald , “Droit etHistoire" , inDroit , Nαture， Histoire , Aix-Marseille ,
PressesUniversitairesd'Aix-Marseilles , 1985, pp.129-137.
19)FranyoisEwald , “Justice , Egalite , Jugement" , pp.219-221.
20) 幾何学的比例に基づ く 平等 と算術的比例に基づ く 平等に関 し て は， 前出の山 下論文 ( I 正義 と 権
利J)における詳細な検討，ならびに， MichelVilley , Philosophiedudroit , t .I , pp.71-75 ,
が明解である。
21) A ・ コ イ レ ， 横山雅彦訳 『閉 じ た世界か ら無限宇宙へJ (みすず書房， 1973 年) ， 参照。
22) ホ ッ ブズ， 永井道雄訳 「 リ ヴ ァ イ ア サ ン J (r 世界の名著ー ホ ッ ブ ズ』 中央公論社 ， 1971 年)
184 頁。








その点でもハイエクの考え方と相容れない点がある。 Frany o is Ewald , L'Etαt providence ,p.
580.
24) ミ シ ェ ル ・ フ ー コ ー ， 渡辺一民 ・ 佐々 木明訳 『言葉と物J (新潮社， 1974 年) ， 特に， そ の9 章，
10 章を参照。
25)FranyoisEwald , “Justice , Egalite , Jugement" , p.241.





園芸家協会の会長などをして余生をおくった。 (M . Prevost etRomand'Amat , DictionnαLre
deBiogr α:phie Fr αn<; αise ， t. 5, Paris , LibrairieLetouzeyetAne , 1951 ， の記述 に よ る ) 。
27)FranyoisEwald , L'Etαt providence , p.13.
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